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　皆さんこんにちは
本日は、年次総会とクラブ協議会で
す。年次総会では、次年度役員選挙
となって居りますが、立候補者が居り
ませんでしたので、ご案内の通り理事
会が指名委員会となりまして、次年度
役員を指名致しました。後ほど会長
エレクトの宮地さんより発表して頂きま

す。さて、本年度の会長の方針として、クラブの活性化を掲げました。
クラブの活性化の為には会員増強が不可欠です。小川年度より目標
として居ります『５０周年を５０名の会員で』の目標達成の為にもぜひ
各会員のみなさんのご協力を今一度お願い致します。上野委員長も
がんばって居りますが、ひとりの力では限界があります。市原RC一丸
となって、『５０周年記念事業』に向かって行きたいと思います。また、
昨日までの仲間が退会して行くのは、歯医者の私が言うのも変です
が、歯の抜ける思いです。退会防止にも努めていきたいと思いますの
で、ご協力よろしくお願いします。
そこで、クラブ奉仕委員会では、委員長が中心となり、現在のクラブの
現状を改善したいと言う目的で、何度も炉辺会談が開かれて居りま
す。クラブ活性化の一番の敵は『無関心』です。今一度各会員がクラ
ブに対して何ができるのか考えて頂きたいと思います。
　ところで、クラブフォーラムでも問題提起されました『会員の出席率』
についてですが、みなさんどのようにお考えでしょうか？
私は、会員に対して、出席率の悪さを攻めるのでは無く、出席率向上
に向けてどの様なことができるのか、会員ひとりひとりに考えて頂きた
い。
その対策の１つが例会の充実であり、また例会に出席しやすい環境
にもあります。そこで、各委員会ではこの半年間の活動を発表して頂
き、いかに例会を充実させて行くかを皆さんと一緒に話し合って行き
たいと思います。
　市原RCではどの様な活動をしているのか会員それぞれの方が理
解して頂くことは、会員勧誘活動の折にも必ず役立つはずです。有意
義なクラブ協議会にしたいと思いますので、活発なご討議よろしくお
願いします。

①先月行われました地区大会について、関口ガバナーよりお礼状が
届いています。書面については事務局にご確認下さい。
②2013-14年度の国際大会は2014年6月1日より4日までシドニーで開
催されます。一次締め切がこの12月15日となっております。現在市原

クラブからは、藏内会員から登録を頂いております。現地シドニーで
は、第2790地区主催の「千葉ナイト」も準備されている様です。地区
より是非、ご参加下さいとの事です。登録される方、今後登録できる
方は、事務局までご連絡下さい。
③次回の例会は家族同伴夜例会「忘年例会」です。親睦委員会に
て楽しい企画を考えて頂いています。会員皆様のご出席をお願い致
します。その際、毎年恒例のニコニコオークションも有りますので、オー
クション品のご提供もお願い致します。
④ペタリングジャヤロータリークラブが53周年を迎えるに当り、ＰＪより市
原ＲＣの会員の皆様に、是非出席をして下さいとの案内が来ていま
す。簡単な日程ですが、１月９日：マレーシア着、１月１０日：観光、ショッピ
ング、ゴルフなどがあり、夕方よりウェルカムディナーへの招待、１月１１日
の午前中は観光、午後よりＰＪ53周年記念パーティーへの出席、１月１
２日に帰国となります。今年度、市原ＲＣも50周年です。多くの会員でＰ
Ｊ53周年に参加し、市原ＲＣ50周年に多くのＰＪ会員に参加して頂ける
様に、ＰＪ53周年記念パーティーに参加出来る会員の募集を致しま
す。ご案内はメールとＦＡＸにて皆様に送っていますので、ご回答をお
願い致します。

１．年次総会　
本日は、次年度理事・役員選挙となって居りますが、立候補者が居りま
せんでしたので、ご案内の通り理事会が指名委員会となりました。
次年度理事・役員を会長エレクト宮地さんから発表して頂きます。

２．クラブ協議会
続きまして、クラブ協議会に入ります。
まず、市原RC創立50周年記念行事についてですが、いくつか変更
がございます。記念式典の会場ですが、当初予定していた人数より
かなり増えそうだと言う事で、ホテルニューオータニ幕張に変更しまし
た。
日程等の変更はございません。
次に、実行委員会の組織図ですが、齊藤先生より大会委員長を辞退
したい旨ご相談がありまして、特別顧問に変更しました。
また、クラブを退会された菊地さんは、はずれています。
記念誌事業では、伊藤委員長の補佐役を川島さんにお願いしまし
た。
記念事業に関しましては、色 な々ご意見を頂きましたが、行政との話し
合いの中で、桜の植樹・図書館への本寄贈・R財団・米山・希望の風
への寄付を計画して居ります。詳しくは、各担当委員長より発表して
頂きます。

次に各委員長さんより、委員会の半期報告を発表して頂きます。

●会長挨拶　市原ＲＣ会長　泉水孝夫
本日はございません

●幹事報告

●本日のメインプログラム

年次総会及びクラブ協議会（半期報告）
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【クラブ奉仕委員会　宮地委員長】
本年度は、市原ロータリークラブの50周年記念の年であり、クラブ奉
仕委員会は創立50周年事業計画組織に協力し又、会員増強小委
員会と共に会員増強も強化して参ります。皆様のご協力をお願い致
します。
〈例会運営小委員会　三宅委員長〉
　本年度は、市原ＲＣ５０周年記念例会を実施するに当り、記念事業
を成功させるために例会を利用してフォーラムを過去に３回実施しま
した。ＲＩの月間テーマに基づき各委員会と協力し適時卓話を企画し
ました。今後とも皆様のご協力をお願い致します。
〈親睦活動小委員会　今井委員長〉
　今年度は、会長の意向により適時移動例会を企画しています。
7/17に家族同伴夜例会（直前会長・幹事慰労会）、8/29にTuran-
dot游仙境で家族同伴夜例会、11/19に市原中央ＲＣとの合同例会、
11/27に千葉北ＲＣとの合同例会を実施しました。今後は、３月の袖ヶ
浦ＲＣとの合同例会や移動例会を企画致しますので、皆様のご協力
をお願い致します。
〈親睦活動小委員会　梶内委員長〉
　本年度は、５０周年を迎え、記念例会を実施するに当り、今まで以
上にインターネットホームページを利用し、週報を始めロータリー情報
を発信しています。今後とも週報を作成するに当り例会時に報告、発
表等をされる方は必ず「要約メモ」の提出、卓話を担当される方は
「原稿」の提出をお願い致します。
〈会員増強小委員会　上野委員長〉【社会奉仕委員会　長田委員
長　代理篠田】
　今後も、ＩＡＣ提唱クラブとしてインターアクトクラブの更なる飛躍の
為にサポートと交流を中心に活動をします。
　泉水年度の半分が終わりますが、年度初めにたてた、目標、活動
方針が完遂出来る様、今後も会員皆様のご協力をお願いして、半期
報告と致します。
【国際奉仕委員会　山本委員長】
　当クラブでは1975年にマレーシアのペタリングジャヤＲＣと姉妹提携
し、1983年12月から短期学生交換を実施してきました。今年度は受入
の年度です。。今年度は全面的に市原中央高校インターアクトクラブ
と連携し、プログラムを見直し無事にプログラムを終えました。また、今
年度よりロータリー財団の「未来の夢計画」がスタートし、新しい補助
金システムに移行します。補助金は①地区補助金②グローバル補助
金③パッケージ・グラントの３つになります。
Ｒ財団小委員会と協力して理解を深めていきます。
〈国際交流小委員会　西村（美）委員長〉
　市原ロータリークラブ創立５０周年の記念すべき年である今年は、
姉妹クラブであるペタリングジャヤロータリークラブの皆様を心よりお
迎えし、私どもと共に記念行事をお祝いする。また、市原ロータリークラ
ブ50周年の節目を迎えるに当たり、国際交流の今後の在り方や方向
性を一年を通じ皆様と検討していきたい。来年１月にペタリングジャヤ
ロータリークラブは５３周年を迎えます。会員の皆様の中でＰＪの記念
式典に参加出来る方を募集していますので、ご協力をお願い致しま
す。
〈米山記念奨学会小委員会　常泉委員長〉
　本年度も奨学生に心の通った支援と米山奨学会への会員の理解
と寄付へのご協力をどうぞ宜しくお願いいたします。 
〈ロータリー財団小委員会　西村（芳）委員長〉
　ロータリー財団の使命は「健康状態を改善し、教育への支援を高

●ニコニコ・ソーリー

●出席報告
　前々回確定　６７.４0％　本日出席者　３２名
　本日欠席者　１３名　　本日出席率　７１．１１％
●点　鐘　市原RC会長　泉水孝夫

上野聡会員
　皆様、会員増強へのご協力をお願い致します。
宮地勝廣会員
　本日、次年度役員理事の承認ありがとうございました。
次年度も今までの様な又はそれ以上の例会にしたいと思っておりますの
で、宜しくご指導頂きたくお願い申し上げます。
泉水会長・篠田幹事
　早いもので12月。今年度も約半分を終わりますが、至らぬ事が多 あ々り
ますが、会員皆様にはご協力頂きありがとうございます。
クラブ協議会半期報告を頂いた、各委員長の皆様ありがとうございまし
た。今年度、残り半分も宜しくお願い致します。

め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できる
ようにする」ことです。そのための活動資金の寄付の協力を要請しま
す。また、今年度は「未来の夢計画」ということで地区補助金やグロー
バル補助金を活用した活動が実施されますので、その研究をします。
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